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文字盤入力方式の習得用機能と練習方法

一百相鍵盤『き』の場合一
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要旨:本字テクノレポート１０(2)に紹介した文字盤入力方式を習得するための練習方法について述べる。

一般に、文字盤人力方式は、目的字の文字鍵を知っていれば直ぐ入るが、不明の場合には、それを知る

ために手間がかかり、はじめのうちは人力作業のほとんどがその手間に費やされることが難点とされる。

そこで、同方式に実装さｵ］ている「倣い人力」の機能を応用して、（１）実際の文章を次々打ってみる、（２）

「ＮＨＫ新用字用語辞典第３版」の用例集にある約２万語を例にして、常用漢字を教育漢字１学年配､１１

表文字から１字ずつ語例と共に習得して行くなど、作背の使川経験に蕊づいて整理した練習方法を紹介

する。この練習過程で餌文字の位置を知ることは配列規則を拠り所にすれば容易であり、文字→位置一

指で人力に至るこの方式の有用性が理解さｵIると恩わｵlる゜

キーワード肝文字盤入力方式、漢字人力、配列規則、入力練習、百相鍵盤

１．はじめに

和文タイプライタや文字盤タブレットは、使用､l能な文§

字全体を見渡せるので、字形と位置を知っていｵlば、読み

などを人力しなくても目的の文字を直接指す操作で人ｂで

きる．文字は、穂類によって領域に分けて配置さオ１，値域

内の文字はそｵ1ぞれ分かりやすい|||自序（例えば漢字は/［Ｉ

音順）にI[[Zくられているので、慣ｵ]てくるとどこにあるか

はUfIぐ分かるようになる。いいかえると、令体の配置を把

握して、配列規則を拠り所にすることで、どの文字も、そ

の位置を知ることはそう難しい問題ではなくなる。ただ、

広い文字盤の細かい位置を次々指して文章を人力して行く

作業は、必ずしも楽とはいえない。

本fjをテケノレポート１０(2)に紹介した漢字の定打鍵直接

人ﾉﾉ〃式[1］は、パソコン鍵盤をソフトウェア的に階層化

した“折()骨み文:下盤”の形態で使うことによ()、’２，i己の

難点を取Ｉ)除いたものといえる。

111]ち、広い文字艀を通常鍵幣の〕と字鍵配列l｢1iに収まる丈

字数の領域に小分けして、ｌ打鍵目で領域を指定し、２打

鍵'１で領域内の文字を人ﾌＩＴＪすることに下'１弩する。

fi二右の手の各指に文字鍵を分扣させることで、指す操作は

定まった指の動作による打鍵になるので、位置の記憶もし

やすく、見なくても打てる文字が増え、さらには、そｵlを

反射的に打てるようにもなる。

Il1し、文字鍵に刻まれている文字は英数字であるため、

そのままでは、広い文字盤の良さである文字の一覧代が尖

わｵ]てしまう。そこで、画１ｍに、ｌ打鍵目の人力待ちの時

は領域を代表する文字の配列、２打｢Iの時は実際に人ﾉﾉさ

ｵlる文字の配列を、それぞｵl鍵盤図の様式でj2E示させるこ

ともできるようにしてある（図ｌ）。|}川面ではカラーをⅡ|い

て、文字鍵の役割を見やすくしている。

鍵癖Ｗ顯顕諏這 ‘＄:量:？；、斌分鍾邨…

1４１鍵淵xlを炎,（させて文章を人ﾉﾉしている様「

逆に炎,(がなくても、他Ｈ１音が位置を随時能動''１りに(i(ｉ；

,沼できるように、下見の機能に音)|了を利川するIﾈｪtみも、木

定成ながら組み込んである。

又十:のiliLI列は、他lEll昔がｌＬＩｌＩｌに決めることができる。そ

の場合、人力時に|Ｉ的の文字鍵が分からなくなっても１１'〔ぐ

対処できるように考えて割り当てる必要がある。

フリーソフトとして公開したもの[2]にはＷＹ】E詩の・人であ

る作者、身が長年使っている配ﾀﾞ'１（配列名『き｣）を派(Ｉし

ている。

この''11列は､ＪＩＳＸＯ２０８の文字集合を割()Ｊ１てたもので

ある。

ＪＩＳは、文字を集合としてだけではなく、探しやすさを
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弩えたil1d9llも含めて定めているので、基本的にはほぼその

ままⅡ〔べたかＷＭ１仮名、全角英数字、記号などは、鐡盤

での使い勝]Fをよくするため、並べ替えを施した。漢字の

位|i'(を知る時には、第１水準は代表的読みのlIlp、第２水準

は｢ｆＭのlllpであることが良い手掛かりになる（左右ホーム

ポジション人差指位置文字鍵には指案内の小さな突起が付

いているが、その文字鍵を左、右のⅡ|頁に打つと「さ」が入

ることから、それを配列名にした)。

また、この階層型文字鱒機構は、その後、「丙相鍵盤」と

名付けた。即ち、日本語用として広く便わｵ[ている１０６鍵

盤には、文字鍵がスペースバーも含めて４９あり、シフト

の打鍵も含めると、最大９８の領域に最大９８ずつの文字を

ＩｉｆＩｌｌ〕Ｊ１てることができる。従って、この階層化した文字盤

は､ひとつの鍵盤が、１打鍵で入力する通常の)英数字配列、

領域代表の配ﾀﾞＩＩＬ文字の配列９８種類で合計１００の配列中

のどれかを現していることになる。そこで「白相鍵盤」と

した。

／７'''１、この機構に初歩からの習得に適した練習用機能を

|ﾉﾘ蔵させたので、本稿では、それを利月]する練習方法につ

いて述べる。

次章でこの苫〈'ノモードを利用する練習例を紹介する□い

ずｵlも、「rl扣鍵蝦を実際に使ってきた作行の経,輪からi比,liU

練習のﾉﾌﾞ法として薬蝿したものである。

３．倣い入力の機能を利用する練習方法

３．１書写風練習

表示さｵ]ている文章をその通りに人力してみる例をlxl2

で説明する。

図２－(a)で、例文の先頭字「日」は、１１１１１[ｍではＷｊＩＭ卜

線付き赤い文字で示されている。鍵盤図は行い文'ＦのiLlﾀﾞ'１

になっているが、中段右小指位置の右にある「篭」だけ緑

の下線付き赤い文字で示さオ[ている。こｵlは、「||」が「/if」

を先頭とする文字配列にあることを知らせている。この又

宇鍵を打つと、鍵盤図は黒い文§字の配列に変る（IXl2-(b))．

しかし、この配列に「日」はないので、シフトを押すと、

鍵盤図はその続きの配列を示し、右薬指下段に「||」が緑

の下線付き赤い文字で示されている（図２－(c))。この「|｜］

の文字鍵を打つと、本文に「日」が人力さオ１，例文で)ｹ（(/）

文字である「本」が赤い文字に変る（図２－(d))。

このようにして、鍵盤図に案内さｵ1ながらではあるが、

とにかく実際に文字を次々人力して行くことができる。た

だそｵ1に従うだけでは進歩は遅いが、談､'1雄の位|｢'(をIHILWll

規則に照らしてIIll解しながら進めると覚えは}'１い゜

例えば、この配列は、読みのｈ十音１１個になっている．’'「

い下の配ﾀﾞ'１にある「蓋」は、「トウ」から「とどく」、さら

に、シフトを押すと続きとして現ｵ'る「とび」から「ニュ

ウ」までの文字酢を代表している。その続きは、Ixl2-(a）（/）

鰹盤図で/f小指下段に見える「如」（ニョ）以卜にある“従

って、文例で次の「本」は、その少し先にⅢ〔/しているであ

ろうし、「に1」は両青より少し前のﾌｧにある、などのlmL､'１か

つく。

ぎっし(〕iiiんでいる文字群を|'|頁に1mして(1)くとM1iである

が、このように配ﾀﾞ'１規則を拠()所に、予測しながら1,,1て行

くと、探すというよ')、確認のために見る感じにな()、′ｿ）

ﾉﾉを減らせる。

また、文字の位置は固定しているので、打ったことＵ）

ある字は、その記憶が（特に指に）多'レな(）とも代って

いて、初めて打つ時よ')は手間がかからずにi庁むもｖ)で

ある。

例えば、′少し先にある「''1会」の「｢Iil」は、「’’水llilhL’

で打った“｢'１１」の指,,の記|意を期待できる。

こうして、直ぐ打てる文'「が増えてくると、そオＩｒﾉは、

新たに位|旨をｉⅡろうとする文字との千脚か(）にもなって、

,lfIぐ打てる一文字の梧度が濃くなって行く。ＩｉＬｌ臆にMiLが

２字引で学習できる機能一倣い入力

２．１倣い入力

｜'illl鍵盤は、人力を助ける機能のひとつとして、目的の

丈了ご鍵が分からない時、あるいは、人力しようとする語句

などの炎,氾''１体が分からない時に、字引を使って、そｵlを

知る機能も備えている[１１．

ulIだ、｜Ｉ的の文字や表｢了｡の手掛か(）として読みなどの文

了ｾﾞﾀﾞ||を人ﾉﾉして、字引から｢該当する表記を表,]くさせること

ができる｡その時、表記を構成する文字の文'Ｆ鍵も1下ず

つ|||〔iに鍵盤lxlで'1ﾐされるので、ひとまず、そｵ1に従って打

つことで人ﾉﾉを果たし次I1I1からは、今知ったし文字鍵で[〔

接人ﾉﾉして行けばよい。

この機能を「倣い人力」と呼ぶ。

２２書写モード

倣い人ﾉﾉで[Ｉ的夫iii｣の嚴後の文字が入ると、通常は、そ

こで'１'〔接人ﾉﾉに戻るが、今''１，戻らずに倣い打溌を続け

ることもできるようにした。

この機能を使うと、あらかじめ1Ⅱ意した文章や語句類を

炎,,くさせて、そｵ1を許き写して行く感じで人ﾉﾌの純１１１がで

きる。この使い方を「書写モード」と呼ぶ。

lIlj方、週､l1な文章や語句集を字引の様式に収めておき、

テキストエディタを開いて、下引に収めた内容に対してこ

のモードで倣い人力を続けて行けばよい。

4６



文字盤入力方式の習得用機能と練習方法

蕊蕊蕊蕊F憲鰯灘 』ﾛj鼠j劃
ﾌﾞ溌）憾塾i;鵜讓鍾;１１Fi醤議鐘聾蕊議麹ｌＹｉ霧騨鰯， ﾌ溌懸騒繍嬢蕊)＃;1繊繊錘溌蕊譲鰯蕊蕊綴i麹；

入力練習用例文■集 入力練習用例文集

日本圏憲法１文から １文から

鷲本国民は、

正当に選挙された国会|こおける

代表者を通じて行動し、

われらとわれらの子孫のために、

諸国民との協和による成果と、

わが国全土にわたって自由のもたらす恵沢を

確保し、

政府の行為によって再び戦争の惨禍が

起ることのないやうにすることを決意し、

ここに主権が国民に存することを宣言し、

1～４７凝工『篝』■■鯵E1iiii■零■~■■口

々◇亜驍押魁粥機供掘検－１麺
諭らや諜后此察次察勝拭(1Ｊ’

十騨蝿繍罰鰯澄繊【蕊1MMm覇i鰯鍵璽驚鰯
麺函慾鼻鶏瀧漫諭鱗蓬鴬

〈…轟涜雫§雛”

曰蕊国民は、

正当に選挙された国会における

代表者を通じて行動し、

われらとわれらの子孫のために、

諸国民との協和による成果と、

わが国全土にわたって自由のもたらす恵沢を

確保し、

政府の行為によって再び戦争の惨禍が

起ることのないやうにすることを決意し、

ここに主権が国民に存することを宣言し、

1…47鰹『誉３鋤配零口

々◇亜院押魁粥機供掘検｜掴
わらや塞后此察次宗勝拭(1)

÷｜i麓側繊鰯鰯澄繊鰯繊ilm：ｉｉ鰯蓬α
如函就鼻癌鱗漫諭痢蓮Ｒ

‘－ 霧涜予f7Z<>‘

図２－(d）「[l」が入ると次の下「本」に移る図２－(a）鍵盤図は「'1」がある配ﾀﾞｌｌの文字鍵を知らせる
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例えば、「本'1」「本Ji」「２'1[五|」の語は、例文にないか、

既に打てることになる。

このか法を参考にして、便1N皆自身がよく使うｉＭＺを「１

分で集めたもので行うと、実用的な練習ができる。

図２－(b）「日」がある配列の前､ｆ（この１口にはない）

３２文字本位の集中練習

１つの文字を中心にして、その文字を使ういろいろな,iﾊ

ｲﾘを打ってみる。

Ｉｘｌ３は、「バー」を含む詔ｲリ（の表高Ll）の例である｡

「足;ｆ｣、「音｣、「宵｣、「/ＴＩ吉」と打って来て、次に、こ

ｵ1から５行目の「ｆ音」の「昔」を打とうとしているⅡこ

の場合、「汗」の読みは、「イン」であるが、鍵盤１４は「オ

ウーカ」の１１１[｣列を知らせている。「音」は「オン」を,沈み(/）

代表にして、そｵ1に,渋､'iする位|畳にitべてあ()、ｉ/iイリとし

て３か所に||}ている「|了」（おと、オン、ね）も、この''１じ

位置で入る。

ニオ1らの[語ｲﾘを次々打ってみると、ｉ三役の「バー」は、(''１

度も打つので、少なくともこの場では覚えらオ1る｡

他の文字については、／>無瑚に覚えなくてもよいことに

して､配ﾀﾞ||規則に照らした位置関係だけ1W解して先へ進む．

例えば、「足音」の場合、「足」は、オン一ソケの

38区とび～ニュウ

鳶苫寅酉瀞噸屯惇敦沌豚遁

頓呑曼鈍奈那内乍凪薙謎灘

蘓…Ｉ:悪亜1選ﾛ則縄畷蔭H1隔H1圏mig調露二
鱸尼弐迩匂賑肉虹廿灘乳入

ムＡ熟戦}戒……
１４

２－(c）シフトを押すと右薬指「段にある

あっても、配列規則を拠Ｉ)所にすれば'１多'１ﾐもしやすい。

このことから、’１１じ文章を繰返し打ってみると、鍵盤図

に頼らずに打てる文字が増えてきて、令体を打ち終る時間

も少しずつITiくなる。Ｍじ文章の繰返しであっても、使ｵ）

ｵ{ている文字が打てるようになっているので、語イリとし

ては打ったことのないものでも直ぐ打てるようになって

いる。
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これらが楽に打てるようになってくると、そのほかの父

字の入力も、使用菅自身の工夫で苫にならなくな()、’''1＜

打てる字の範囲が広がって行く。

:曇蟻蕊!

垂曰

音
十
ｌ

厚
一
二
曰
二
曰
五
一
十

４おわりに

独自の〕Z字盤人力方式である百相鍵盤『き」のTl?得につ

いて、作者の使用経験に基づいて整距した練習〃法を述べ

た。

この練習過程で、文字の位置を知ることは、パ｡ﾀﾞllHlI1llを

拠Ｉ)所にすれば容易であり、文字→位置→指で人ﾉﾉにﾔｺﾞる

この方式の有用性が理解されると恩わｵlる゜Ⅲ｣ち、

(1)下形を知っていれば、読み（音韻）に依らなくても人

ノノできる。

(2)位置を知っていれば、見なくても人ﾉﾉできる。

という大きな利点がある。

Ｆ１相鍵盤は、現任、FedoraCoreおよびWindow筒ＸＰｌｌｌ

人かソフト（インプットメソッド、１Ｍ）として［し体化し

てあ()、１Ｍに対応した応川ソフトであオ[ば、′ｊｉさ際に使っ

てみることができる[2]。

ただ、入ﾅﾉｶ式としてはローマ字から変換する巾(が>上

着していることから、応用ソフトによっては、そｵ1を|)i1llllL

にして、１Ｍを使う際に定めらｵ]ている処lIl1のffljをijTlllK

している場合もある。その結果、例えば、腱淵xlが逆化し

ないなど必ずしも円相鍵盤プログラムのイ〈l1iiがl1j〔|/には

限らない不都合を牛じることがある。

そのため、‐船向きの１Ｍというよ()、丈了鷲幣肌(V)Ｉし

体例として公開してお|)、本稿も、実際に使っているＩ１ｉｉｌ’ｆ

が(｣こった事柄を紹介した。

蕊

常用漢字とそれ誉用いた溌綱;'.(■蝿剤1.2=■９４臼更新

オンインおと

い

音
遣
母
名

二
曰

と
仮

量
一
一

一曰
二曰

十
奮
一
音
音

足
音
音
五
子
字
音
本
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押旺横欧顧王翁襖鴬鴎黄岡
沖荻億屋憶臆桶牡乙俺卸恩

十一化仮Ⅷ睡加可
嘉夏嫁家専科暇果架歌河

／＿ ５涜予蕊?;…

ｌｘｌ３「ｌｆｊの練習

|||(ilir芦で、｜／f」よＩ)後の〃にある、というLLfTにである。

カーソルキー（↑←→↓）で任意の文字に移動できるの

で」Iflじ文字や語句を何度も練習することができる□

jZH11/Iにこのやり方を適用することで、表,i己と共に位

ｌｉＷ),iLl億がしっか(）したものになって行く。

l7il1鍵盤も、英文タイピングと同様にｌ字ずつ打鍵で

人ｵ{て行く様式になるが、Ｉ語句としての字列を滑らかに打

つように心掛けると打ちやすくな')、打ち間違えた時に指

の違和感でそｵlに気がつくようにもなる。

この練剖１１に、「ＮＨＫ新川下川i語,}i辛典第３版」［３１の'1］

例集にある語句表記を参考にして、約２ノＪ１君を選び、その

''１から漢了この語例を集めて、字引を作った。

Ⅲ]ち、川暑で使用を定めている常川漢字とrf1zの表外漢

γ：を、数台漢字学ご年別内凸表に合わせた形でいくつかの段

|ⅢＩｆに分け、漢字ごとに、それと同段階までの漢字を使う語

イリ炎,iiLlを集めて、そｵIぞれを項目にした。

ｌｘｌ３に{|}ているのは、その中の「f`f」の項「|である。「汗」

は第１`〕ﾒﾋﾞ年配：41表にある漢字なので、’百|配L41表の８０字だ

けを使う!;冊例を集めたものになっている。

従って、この了引で「一」からlllifjに練↑'１すｵ1ば、漢字を

ｌＩＬ本的なものから少しずつ語例の[1'で習得して行くことが

できる。
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A Guide to Practice at Virtual Multi-Character Keyboard for Kanji Input

- In Case of "Keyboard Integration (Kl)" -

KOSHIKAWAKazutada, MIYAKAWA Masahiro

Faculty of Health Sciences, Tsukuba University of Technology

Abstract: : A practice guide is described for the previously reported nonconversion kanji input

method with a virtual multi-character keyboard, which is named "Keyboard Integration (KI)".

Nonconversion kanji input is generally considered to be far from practical because the beginner

will be required to keep the key sequences for numerous characters in mind, although the method

itself might be straightfoward. For overcoming this difficulty, KI is equipped with the "learn-after"

function. This report introduces two effective practice examples, which make use of this function.

The examples are-

(1) A practice with sample texts. The beginner inputs a sample text, character by character, by

stroking the proper character keys, each of which is sequentially displayed in the guiding

character keyboard image.

(2) An intensive practice of a kanji among its word usages for the Daily Kanji Character Set

(Joyo-Kanji), beginning from the Primary Education Kanji subset, such as "^".

During this learning process, the beginner will find it easy to know character potitions by using

the arrangement rule of characters on KI as a clue, and will increase the number of characters that

can be input without a key-guide.

Since this input method is based on character-position-finger strategy, it has two alternative

advantages-

(1) Less reading-dependency because of directly pointing out ideographical characters.

(2) Less sight-dependency because of touch method typing with proper auditory assisting

fuctions.

Key Words • : Nonconversion input method, Kanji input, Input practice, Touch method typing,

Keyboard Integration




